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一般社団法人  山口県理学療法士会  

会  長  宮野  清孝  

災害対策部  丸谷美也子  

 

令和 6年度  災害リハビリテーション研修会について（ご案内）  

謹啓、夏至の候、会員の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

さて、この度、令和 6 年度 災害リハビリテーション研修会を下記の要領にて開催する運びと 

なりましたので、ご案内申し上げます。 

謹白 

 

記 

1．日  時：令和 6年 7月 28 日（日） 9:00～16:00 （受付 8:30～） 

 

2．テーマ：「災害リハビリテーション基礎研修」  

     

3．講  師：佐藤  亮  氏  

（熊本 JRAT事務局次長・山鹿温泉リハビリテーション病院  理学療法士）  

 

4．対  象 :山口県理学療法士会  会員  

山口県作業療法士会  会員  

山口県言語聴覚士会  会員  

 

5．会  場：キリンレモンスタジアム  武道館  会議室  

（防府市スポーツセンター）  

〒 747-0833 山口県防府市大字浜方 174－ 1 

  

6．参加費：無料  

 

7. 定  員： 50 名  

 

 

 

 

 

 

 



＜概要＞ 

令和 6年 1月 1日午後 4時 10分頃、能登地方を震源とする令和 6年能登半島地震が発生、甚大な被

害をもたらしました。日本災害リハビリテーション支援協会（以下、JRAT）は、中央対策本部および石

川 JRAT 対策本部を拠点に延べ 全国 47 都道府県から 5,500 名以上による支援活動を行いました。た

だ、実際どういった支援活動になるのか、どうすればよいのかと悩まれ、とどまられた方も多いかと思

います。 

また、近年、線状降水帯による豪雨災害･土砂災害が各地で発生し、住み慣れた地域や生活を脅か

し、自身も身近なひとたちも被災者となり得ます。 

令和 6年度の災害リハビリテーション研修会は、昨年に引き続き、災害リハビリテーションに係る基

礎知識の習得と、過去の災害支援に基づいたシミュレーションによる実践的能力の向上を目的としてい

ます。派遣を要請されるまでの間に準備しなければならないこと、移動プラン等を考えられるようにな

ること、避難所における環境整備、要配慮者支援や福祉用具の手配･管理など、派遣チームの一員とし

て、避難所で発生するリハビリテーション関連事象への対応について初学者向けにご講義いただきま

す。 

 

＜日程＞ 

令和 6年 7月 28日（日） 

 8:30 9:00                        12:05  13:00                          16:00 

受付 講義・グループワーク 休憩 講義・グループワーク 

 

＜お申し込み方法＞ 

日本理学療法士協会ホームページからマイページへログインし、生涯学習管理よりセミナー検索･申込

を利用して、セミナー番号 129158にてお申し込みください。 

＜入会手続き中でマイページに入れない方＞ 

下記の必要事項を記載のうえ、お問い合わせ･申し込み先までメールでお願いいたします。 

① 所属施設名 ② 氏名(フリガナ) ③ 生年月日 

・本研修会参加により、登録理学療法士更新にかかわるポイント(カリキュラムコード 31 災害時の理学

療法 6ポイント)、認定・専門理学療法士更新に関わる点数(6点)の付与対象となっております。 

・本研修会の履修申請は「日本理学療法士協会メンバーアプリ（JPTA アプリ）」の QR コード読取機能を

使用します。研修会を受講される前に JPTA アプリのダウンロードをお願いいたします。 

・会場内は土足厳禁となっております。スリッパ等、室内履きのご持参をお願いいたします。 

 

お問い合せ･申し込み先 

〒747-0819  山口県防府市お茶屋町 3-27 

医療法人 神徳会 三田尻病院 リハビリテーション科 丸谷美也子(まるたに) 

℡ 0835-22-1110    E-mail selloum@fsinet.or.jp   

 

申し込み期間 令和6年7月5日(金)～令和6年7月23日(火) 



令和 5年度の災害リハビリテーション研修会では、下記の感想、ご意見いただいきました。 

(アンケートより抜粋) 

① 時系列で画像を多く使い非常に分かりやすく楽しい研修会でした。次回も楽しみにしております。 

② 0から災害リハを学ぶ研修会として大変勉強になりました。ありがとうございました。 

③ 続きのステップがあるとすると年１回では知識がつかない印象。 

④ 知らない事が多くとても勉強になりました、地域リハに携わっているので災害時にも応用できる事など考え

ながら日々過ごしたいと思います。 

⑤ 災害時の対応の基礎から実際の活動や実態、経験を知ることが出来、すごく内容の濃い研修となりまし

た。次回研修があればまた参加したいと思います。 

⑥ とても理解しやすい有意義な研修会でした。 

⑦ 佐藤先生のご講義、分かりやすかったです。ありがとうございました。災害リハは時間との勝負だと実感し

ました。基礎編、まだまだ学び足りないです。今後ともご指導の程、よろしくお願いします。 

⑧ スピーディでついていくのがやっとでしたが、全く知識のない状態での参加でしたので何もかもわからず大

変ではありましたが、初歩的な知識をつけるのに大変勉強になりました。ありがとうございました。また参

加させて頂き、ステップアップして現場で役立てる存在になりたいと思います。 

⑨ 貴重な経験をさせて頂きありがとうございました 次回も参加したいと思います 

⑩ 聴講するだけではなく、グループで現地到着までの動きを考えることができ、実際活動するまでの調整や

平時の行動について以前に比べてイメージが出来ました。 

⑪ グループワークなども通じて、とても分かりやすく研修を行えた。 

⑫ 災害時対応に共通言語を理解しておく必要があることを学び、勉強になりました。 

⑬ 座学・グループワークのバランスが良く、集中力を切らさずに受講できました。 普段あまり触れることのな

いテーマの研修会であり、興味深かったです。 

⑭ 初めてのことで、たくさんの学びがあり、臨床学における価値観が広がりました。 

⑮ 実際に作業をしてみることで、頭でのイメージとの違いが分かりやすかったです。実際に身近に何らかの

災害が生じた場合の対応・対策についても事前に考えておかないといけないことがあると思うのですが、

ついつい先延ばしにしてしまっているので、少しでも手をつけていこうと思いました。 

 

 

 

 

基礎研修の内容は概ね理解できた  

基礎研修の内容は一部理解できた 

 

基礎研修の内容は十分理解できた  

 

 

 

 

日程次第で参加する 

わからない 

参加する  


